
福井県電子入札運用基準 新旧対照表 

改  正  後 現    行 

福井県電子入札運用基準 

 

第１条～第１０条 略 

 

（入札等に関し必要な事項）  

第１１条 入札等に関し必要な事項は、次項および第３項に規定するもの

を除き、原則として、紙入札の場合と同様とする。 

２ 入札に関する条件は、次のとおりとする。 

（１）～（２）略 

（３）入札等に使用したＩＣカードは、代表者が取得したものであり、

かつ、一般競争入札、一般競争入札（事後型）または公募型指名競争

入札においては、入札参加資格確認申請時または応募資料提出時点に

おける競争入札参加資格者名簿に登載されている代表者と同一である

こと。ただし、同条第３項（５）の規定により旧ＩＣカード使用通知

書が出され、かつ入札手続きに支障がないと認められる場合はその限

りではない。 

（４）～（５）略 

 

３ 入札に際しての注意事項は、次のとおりとする。 

（１）～（４）略 

（５）入札等に使用するＩＣカードの名義人に退職、異動等の事由が生

じたため、入札締切日時までに後任名義のＩＣカードを使用して入札

参加申込または入札書等の送信ができない場合は、速やかに競争入札

参加資格者名簿の変更届を提出し、当該変更事由が生じた日から３０

日以内に、民間認証局に変更内容を反映した新しいＩＣカードの取得

手続きを行い、かつ、入札書受付締切日および見積書受付締切日時（以
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（４）～（５）略 

 

３ 入札に際しての注意事項は、次のとおりとする。 

（１）～（４）略 

 

 

 

 

 

 



下「入札書等受付締切日時」という。）の 1 時間前までに旧ＩＣカー

ド使用通知書を提出すること。 

 （６）入札書等を送信し、契約担当者の使用に係る電子計算機のファイ

ルに入札書等の情報が記録された後においては、入札書等を書き換え、

引き換え、または撤回することはできない。 

 

（紙入札の承認） 

第１２条 入札等を紙入札で行おうとする者は、あらかじめ契約担当者の

承認を得なければならない。この場合において、紙入札の承認を得よう

とする者は、入札書等受付締切日時の１時間前までに、電子入札システ

ムによらない理由を明記した紙入札承認願を契約担当者に提出しなけれ

ばならない。 

 

２ 略 

３ 契約担当者は、紙入札を行うことを承認する場合には、原則として、

入札等に関する必要な事項を紙入札におけるものと同様とするが、合わ

せて紙入札承認通知書により次に掲げる条件を付すものとする。ただし、

紙入札承認願が提出されるまでに電子入札システムにより受信した入札

参加資格確認申請書および入札参加資格確認資料または応募資料提出書

および応募資料に係る電子ファイルがある場合には、第１号の規定にか

かわらず、これらは有効なものとする。 

（１）～（５）略 

（６）再度の入札等を執行することとなった場合において、代理人が発

注者が指定した場所で立ち会っているときには、再度の入札書等の記

名押印は、代理人の記名押印とすること。 

（７）紙入札を行った者は、発注者が指定する場所において、開札に立

ち会わなければならないこと。 

（８）再度の入札等を執行することとなった場合において、紙入札を行

った者で指定した場所で立ち会わない者がいるときは、再度の入札を

 

 

 （５）入札書等を送信し、契約担当者の使用に係る電子計算機のファイ

ルに入札書等の情報が記録された後においては、入札書等を書き換え、

引き換え、または撤回することはできない。 

 

（紙入札の承認） 

第１２条 入札等を紙入札で行おうとする者は、あらかじめ契約担当者の

承認を得なければならない。この場合において、紙入札の承認を得よう

とする者は、入札書受付締切日時および見積書受付締切日時（以下「入

札書等受付締切日時」という。）の１時間前までに、電子入札システム

によらない理由を明記した紙入札承認願を契約担当者に提出しなければ

ならない。 

２ 略 

３ 契約担当者は、紙入札を行うことを承認する場合には、原則として、

入札等に関する必要な事項を紙入札におけるものと同様とするが、合わ

せて紙入札承認通知書により次に掲げる条件を付すものとする。ただし、

紙入札承認願が提出されるまでに電子入札システムにより受信した入札

参加資格確認申請書および入札参加資格確認資料または応募資料提出書

および応募資料に係る電子ファイルがある場合には、第１号の規定にか

かわらず、これらは有効なものとする。 

（１）～（５）略 

（６）再度の入札等を執行することとなった場合において、代理人が開

札に立ち会っているときには、再度の入札書等の記名押印は、代理人

の記名押印とすること。 

（７）紙入札を行った者は、開札場所において、開札に立ち会わなけれ

ばならないこと。 

（８）再度の入札等を執行することとなった場合において、紙入札を行

った者で開札に立ち会わない者がいるときは、再度の入札を辞退した



辞退したものとみなすこと。 

４ 略 

 

第１３条～第１７条 略 

 

（開札の実行） 

第１８条 紙入札を承認した者がある場合には、入札執行者は、その者を

立ち会わせて、事前に提出された入札書等の入った封筒を開封し、入札

書等の内容を確認する。 

２ 開札日時に至ったときは、入札執行者は、遅滞なく、開札の手続を開

始し、紙入札を承認した者がある場合には、その者の入札金額等を電子

入札システムに入力する。 

３ 略 

４ 入札執行者は、一括開札を行った後、電子入札システムにより、入札

参加者が入札等に使用したＩＣカードの有効期限を確認するとともに、

一般競争入札および公募型指名競争入札においては、入札に使用したＩ

Ｃカードが入札参加の申込みをした代表者のものであることを、一般競

争入札（事後型）、指名競争入札および見積り合わせにおいては、入札

等に使用したＩＣカードが代表者の名義で取得したものであることを確

認する。（第１１条第２項（３）ただし書きの規定に該当する場合を除

く。） 

５～６ 略 

 

第１９条～第２６条 略 

 

附 則 略 

 

附 則 略 

 

ものとみなすこと。 

４ 略 

 

第１３条～第１７条 略 

 

（開札の実行） 

第１８条 紙入札を承認した者がある場合には、入札執行者は、その者を

立ち会わせて、事前に提出された入札書等の入った封筒を開封し、入札

書等の内容を確認する。 

２ 開札日時に至ったときは、入札執行者は、遅滞なく、開札の手続を開

始し、紙入札を承認した者がある場合には、その者の入札金額等を電子

入札システムに入力する。 

３ 略 

４ 入札執行者は、一括開札を行った後、電子入札システムにより、入札

参加者が入札等に使用したＩＣカードの有効期限を確認するとともに、

一般競争入札および公募型指名競争入札においては、入札に使用したＩ

Ｃカードが入札参加の申込みをした代表者のものであることを、一般競

争入札（事後型）、指名競争入札および見積り合わせにおいては、入札

等に使用したＩＣカードが代表者の名義で取得したものであることを確

認する。 

 

５～６ 略 

 

第１９条～第２６条 略 

 

附 則 略 

 

附 則 略 

 



附 則 略 

 

附 則 略 

 

附 則 略 

 

  附 則 略 

 

  附 則  

この基準は、令和３年４月１日より施行する 

 

 

附 則 略 

 

附 則 略 

 

附 則 略 

 

  附 則 略 

  

 


